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就学前 小学生 中学生 合　計
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ど手入れ）    秋の祭
稲刈り
10月 町民運動会
11月 十日夜（とおかんや）　えびす講（冬の準備）
12月 年越し準備　二年参り
４．展望
　現在、地域生活において共同で行う活動そのものが減少している。地域における生
産活動においても個別に実行する状況となっている。地域に住民が協力して行う状況
は少ない。また、冠婚葬祭の例に端的にあらわれているように、住民どおしが協力し
て執り行うというよりも業者が参入する時代となっている。
　年中行事は季節の節目や人生の段階を示すものとなっていたが、場合によっては負
担の多い事業となっている。
　年中行事は大人と子ども達が交わる貴重な機会となっていた。また、子ども達にとっ
ては共同体意識や仲間意識、協力や協調性の涵養、生活における実際上の知識や技術
の伝承の場となっていたが、その貴重な機会を失うことになる。
　特に、地域におけるこのような活動は子ども達が自己の地域における役割や位置づ
けを認識する機会となっている。しかも、従来は子ども達が主体的に運営してきた。
現在はそのような機会が減少するとともに、数少ない行事も大人が多くの部分を運営
するスタイルとなっている。このことは、子どもにとって、成長の上で必要な体験が
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希薄化することになっている。同時に、特に主体的な体験を得る機会を失う状況となっ
ている。
　地域にとって、地域に求められる成員（メンバー）の育成の機会を失う。このことは
地域に暮らす各家庭が個別化するとともに、住民どおしのつながりを稀薄化させ、住
民一人ひとりが地域から孤立化することにもつながりかねない。
　年中行事が地域において果たす意義は、地域の文化の維持継承であるだけでなく地
域のつながり、地域生活の実現をはたす面を持っている。これらに加えて子ども達自
身の成長やその子ども達が成員として成長していく機能も備えている。そのため、こ
の面からも改めて認識する必要がある。
